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光の性質

p2
確認１

(１)ア入射角 イ反射角

(２)等しい

p3
(３)反射の法則 (４)乱反射

(５)①右図 ②右図

③Ｂ,Ｃ,Ｄ

④Ｃ,Ｄ,Ｅ

確認２

(１)光の屈折

(２)ア入射角 イ屈折角 ウ屈折角 エ入射角

(３)＞，＞

(４)境界面ですべて反射する

(５)全反射

確認３

(１)イ (２)ウ (３)エ (４)カ (５)イ (６)ウ (７)ア

凸レンズによる像

p4
確認１

(１)① 焦点 ② 焦点距離

p5
(２)右図

確認２

①

(５)

① Ｄは鏡の面に対して対称な位置に見える。

② ①の位置からＡに直線を引き，鏡との交点Ｏ

を求め，ＯとＤを直線で結ぶ。ＤＯとＯＡが光の

進む道筋(図１)。

③ Ａ～Ｅの位置から，鏡に垂線が引ける位置が，

自分の姿を見ることができる。

④ ②と同じ方法で，Ａの鏡の中の位置から，各

位置に直線を引き，鏡との交点を求めることが

できる位置が，Ａさんを見ることができる(図２）。
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図１

図２

(１) 入射角と反射角は等しい。

(２) 空気から水(ガラス)へ進むときは，境界から離れるように屈折する。

(３) ガラスから空気へ進むときは，境界に近づくように屈折する。

(４) ガラスを通り抜けるときは入射光と屈折光は平行になる。

(５) 境界に垂直に進むときは，直進する。

(６) 全反射する。 (７) (３)と同じ。
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②

③

確認 ３

(１)ウ (２)30〔ｃｍ〕 (３)15〔ｃｍ〕

(４)像の大きさ…小さくなる 方向…ア

(５)像の大きさ…大きくなる 方向…イ

(６)15〔ｃｍ〕 (７)イ

音の性質

p7
確認 １

(１)振動する

(２)だんだん小さくなっていく

(３)空気

(４)液体の中…伝わる 固体の中…伝わる

確認 ２

(１)1020〔ｍ〕 (２)612〔ｍ〕

確認 ３

(１)振幅 ，大きい (２)低い (３)ウ (４)エ

確認 ４

①大きい ②小さい ③低い ④高い ⑤低い ⑥高い

⑦高い ⑧低い

力の大きさと表し方

p10
確認 １

①形 ②向き ③支え ④摩擦力 ⑤弾性力 ⑥垂直抗力

⑦重力 ⑧磁力

確認 ２

(１) ①比例関係

(２)(３) 同じ大きさの像ができるときは，物体とレンズまでの距離とレンズか

ら像までの距離は等しく，物体とレンズまでの距離は焦点距離の２倍に

等しい。

(４) 物体を遠ざけると像の大きさは小さくなり，像ができる位置はレンズに

近づく。

(５) 物体を近づけると像の大きさは大きくなり，像ができる位置はレンズか

ら遠くなる。

(６) 焦点の位置に物体を置くと，像はできない。

(１) 340〔ｍ/ｓ〕×3.0〔秒〕＝1020〔ｍ〕

(２) 340〔ｍ/ｓ〕×1.8〔秒〕＝612〔ｍ〕

(１) 波形の山の高さが振幅を表し，山が高いほど大きい音。

(２) 波形の山と山の間隔が広いほど低い音。

(３) 波形の山の高さが最も低い。

(４) 波形の山と山の間かくが最もせまい。
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p11
②0.5 ③10 ④7.5

(２) ①0.8 ②2.4 ③9.6 ④12

確認３

(１)質量 (２)180 (３)重さ (４)①180 ②30

確認４

(１)Ａ 力のはたらく点（作用点） Ｂ 力の大きさ

Ｃ 力の向き

(２)

p12
確認５

(１)①オ ②ア ③エ ④イ ⑤ウ (２)５〔Ｎ〕

確認６

①Ａ…３〔Ｎ〕 Ｂ…３〔Ｎ〕 ②Ａ…2.5〔Ｎ〕 Ｂ…2.5〔Ｎ〕

③４〔Ｎ〕 ④６〔Ｎ〕 ⑤Ａ…３〔Ｎ〕 Ｂ…２〔Ｎ〕

確認７

(１) つり合っている

(１)① グラフが原点を通る直線になっているから比例する。

② グラフから100ｇで２㎝伸びるから，このばねは１Ｎの力で２㎝伸びる

ことになる。

《１㎝伸ばすのに必要な力＝力の大きさ÷ばねの伸び》

よって，１〔Ｎ〕÷２〔㎝〕＝0.5〔Ｎ〕

③ 《ばねの伸び＝力の大きさ÷１㎝伸ばすのに必要な力》

よって，５〔Ｎ〕÷0.5〔Ｎ〕＝10〔㎝〕

④ 《力の大きさ＝ばねの伸び×１㎝伸ばすのに必要な力》

よって，15〔㎝〕×0.5〔Ｎ〕＝7.5〔Ｎ〕

(２)① 全体の長さからもとの長さを引いたものがばねの伸びになるから，こ

のばねは４Ｎの力で５㎝伸びることになる。

《１㎝伸ばすのに必要な力＝力の大きさ÷ばねの伸び》
よって，４〔Ｎ〕÷５〔㎝〕＝0.8〔Ｎ〕

② 《ばねの伸び＝力の大きさ÷１㎝伸ばすのに必要な力》
よって，３〔Ｎ〕÷0.8〔Ｎ〕＝2.4〔㎝〕

③ 《力の大きさ＝ばねの伸び×１㎝伸ばすのに必要な力》
よって，(22〔㎝〕－10〔㎝〕)×0.8〔Ｎ〕＝9.6〔Ｎ〕

④ 《ばねの伸び＝力の大きさ÷１㎝伸ばすのに必要な力》
よって，1.6〔Ｎ〕÷0.8〔Ｎ〕＝２〔㎝〕 10〔㎝〕＋２〔㎝〕＝12〔㎝〕

(４)
①
質量はどこで測定しても変わらない。

②
月面上での重力は地球の約６分の１

(２) ばねには，物体にはたらく重力と同じ大きさの力がはたらく。約100ｇの

物体にはたらく重力は１Ｎである。

①
Ａ，Ｂのばねにはそれぞれおもりにはたらく重力と同じ大きさの力が加

わる。

②
Ａ，Ｂのばねがおもりにはたらく重力を分担して支えるから，Ａ，Ｂのば

ねには重力の半分の大きさの力が加わる。

③
ばねには片方のおもりにはたらく重力と同じ大きさの力だけが加わる。

④
ばねにはおもりにはたらく重力と同じ大きさの力が加わる。

⑤
Ａのばねには上下２つのおもりにはたらく重力と同じ大きさの力が加わ

り，Ｂのばねには下のおもりにはたらく重力と同じ大きさの力だけが加わる。
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(２) ２力の大きさが等しい

２力がはたらいている向きが反対

２力が同一直線上にはたらいている

(３) ①２力の大きさが違う ②○

③２力が同一直線上にはたらいていない

④２力がはたらいている向きが同じ

p13
確認８

p14
1 (１) (２)ア

2 (１)ウ，光の屈折 (２)エ，全反射

p15
3 (１)右図 (２)ア (３)２〔ｋｍ〕

(４)雷 (５)おもりの個数を増やす

(６)ウ

p16
4 (１)光の屈折 (２)ウ

(３)距離Ｙ…小さくなる 像の大きさ…小さくなる

(４)20〔㎝〕

(１) 光は水中から空気中に出るとき，水面に近づくように進む。

(２) 入射角が大きくなると，光は境界面ですべて反射するようなる。これを

全反射という。

(１) 入射角と反射角を等しくなるように引く。

(２) 空気からガラスへ進むときは，境界面から離れるように進む。

(３) 340〔ｍ/ｓ〕×6〔秒〕＝2040〔ｍ〕≒２〔km〕

(６) ア 弦の長さは長いほど，音は低くなる。

イ 弦の張り方が強いほど，音は高くなる。

ウ 弦を強くはじくほど，音は大きくなる。

(２) スクリーンには上下左右が逆の実像ができる。

(３) 物体をレンズから遠ざけると，像ができる位置はレンズに近づき，像は

小さくなる。 《次のページに続く》

(１) 入射角と反射角が等しくなるように引く。

(２) 右図のように，光は水中に入るとき，水面

から離れるように進み，また空気中に出る

ときは，水面に近づくように進む。
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入 試 問 題 Ａ

① ② ③ ④
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